
さ
あ
、

飯
田
山
に
出
か
け
よ
う
。

山
道
を
ぶ
ら
り
と
歩
く
、
ふ
と
目

を
や
る
と
、
季
節
を
感
じ
る
野
花

や
、
誰
か
に
よ
っ
て
き
れ
い
に
手

入
れ
さ
れ
た
お
地
蔵
様
に
気
付
く
。

歩
く
た
び
、

気
持
ち
が
軽
く
な
る
。

整
備
さ
れ
た
山
道
を
一
歩
一
歩
進

む
。
坂
道
は
決
し
て
楽
じ
ゃ
な
い

け
ど
、
汗
を
か
き
無
心
で
歩
く
と
、

何
だ
か
心
ま
で
軽
く
な
っ
て
い
る
。

山
頂
に
到
着
！
　
そ
こ
に
は
見
渡

す
限
り
の
絶
景
が
広
が
る
。
心
地

良
い
疲
労
と
コ
ー
ヒ
ー
ブ
レ
イ
ク
。

次
は
い
つ
、
飯
田
山
に
登
ろ
か
な
。

違
う
季
節
に

ま
た
、
必
ず
来
よ
う
。
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